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(57)【要約】
【課題】１枚の台紙に多数の写真を効率良く保持掲示す
ることができるアルバム用台紙の提供。
【解決手段】接着剤層を有する下層紙と離型剤層を有す
る上層紙とを、当該接着剤層面と離型剤層面にて積層し
て成る台紙本体に、写真貼付用凸片を下層紙に形成する
切り込みを適宜数形設したことを特徴とするアルバム用
台紙。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着剤層を有する下層紙と離型剤層を有する上層紙とを、当該接着剤層面と離型剤層面
にて積層して成る台紙本体に、写真貼付用凸片を下層紙に形成する切り込みを適宜数形設
したことを特徴とするアルバム用台紙。
【請求項２】
　切り込みが、台紙本体切り込み部と、上層紙切り込み部とから成ることを特徴とする請
求項１記載のアルバム用台紙。
【請求項３】
　上層紙切り込み部が、ミシン目で形成されていることを特徴とする請求項２記載のアル
バム用台紙。
【請求項４】
　切り込みが、台紙本体切り込み部のみから成ることを特徴とする請求項１記載のアルバ
ム用台紙。
【請求項５】
　切り込みが、当該切り込みによって形成される写真貼付用凸片を、貼付する写真のサイ
ズより小間隔にて縦列状に配置するように複数形設されていることを特徴とする請求項１
～３の何れか１項記載のアルバム用台紙。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はアルバム用台紙、更に詳細には、１枚の台紙に多数の写真や葉書等を効率良く
保持掲示することができるアルバム用台紙に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりアルバム用台紙としては種々の形態の保持掲示手段が報告されているが、これ
らは何れも写真をそのまま見ることができるように、各写真はその全面が露出するように
保持掲示されるものであった（例えば特許文献１及び２参照）。
【０００３】
　そのため、従来のアルバム用台紙の場合には、１枚の台紙に保持掲示し得る写真は、通
常サイズでせいぜい２～３枚が限度であり、多数の写真を保持掲示するためには、必然的
に台紙の枚数も多くならざるを得ないと云う問題があった。
【０００４】
　また、写真の４隅を係止する方式や、同一サイズの袋状ホルダーを並設せしめた従来の
アルバム用台紙の場合には、保持掲示する写真のサイズが限定され、種々の写真のサイズ
に対応し得ないと云う問題もあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１５０６００号公報
【特許文献２】特開２００６－１０３０８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記の如き従来の問題に鑑みてなされたもので、１枚の台紙に多数の写真や葉
書等を効率良く保持掲示することができ、しかも種々のサイズの写真に対応し得るアルバ
ム用台紙を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、上記課題を解決すべく種々検討を重ねた結果、剥離可能な積層体から成る
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台紙本体に、写真貼付用凸片を下層紙に形成する切り込みを適宜数形設すれば、極めて良
い結果が得られることを見い出し、本発明を完成した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、接着剤層を有する下層紙と離型剤層を有する上層紙とを、当該接
着剤層面と離型剤層面にて積層して成る台紙本体に、写真貼付用凸片を下層紙に形成する
切り込みを適宜数形設したことを特徴とするアルバム用台紙により上記課題を解決したも
のである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、各写真貼付用凸片の表面（接着剤層面）に、各写真や葉書等の上縁部
がわ裏面をそのまま貼着し得るので、写真等の保持掲示を極めて容易に行なうことができ
る。
　特に、上記切り込み、従ってまた写真貼付用凸片を縦列状に複数配置すれば、自然に各
写真が縦列方向に順次一部重ね合せられた状態で保持掲示されるので、１枚の台紙に多数
の写真を効率良く保持掲示することができる。
【００１０】
　また、本発明は、写真貼付用凸片の表面（接着剤層面）に、写真の上縁部がわ裏面のみ
を固定して保持掲示するものであるため、特定のサイズに限らず種々のサイズの写真を保
持掲示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明アルバム用台紙の第１の実施の形態を示す概略正面説明図。
【図２】本発明アルバム用台紙の第１の実施の形態を示す要部拡大断面説明図。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係るアルバム用台紙の使用例を示す要部拡大断面説
明図。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係るアルバム用台紙の使用例を示す概略正面説明図
。
【図５】本発明アルバム用台紙の第２の実施の形態を示す概略正面説明図。
【図６】本発明アルバム用台紙の第１の実施の形態を示す要部拡大断面説明図。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係るアルバム用台紙の使用例を示す要部拡大断面説
明図。
【図８】本発明の第１の実施の形態に係るアルバム用台紙の使用例を示す概略正面説明図
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下本発明の実施の形態を図面と共に説明する。
【００１３】
　図１～図４は、本発明アルバム用台紙の第１の実施の形態を示す。
　当該図１～図４において、１０は台紙本体で、接着剤層１１ａを有する下層紙１１と離
型剤層１２ａを有する上層紙１２とを、当該接着剤層１１ａ面と離型剤層１２ａ面にて積
層した積層体により構成されている。
　尚、ここに下層紙１１や上層紙の１２の材質は折曲可能なものであれば特に限定されな
い。
【００１４】
　２０は切り込みで、これにより下層紙１１に写真貼付用凸片１１Ｐが形成されている。
　この切り込み２０は、上層紙１２及び下層紙１１を連続して切断する台紙本体切り込み
部２０ａと、上層紙１２のみを切断する上層紙切り込み部２０ｂとから成り、写真貼付用
凸片１１Ｐを被覆する上層紙１２の切除が可能となっている。
【００１５】
　当該台紙本体切り込み部２０ａと上層紙切り込み部２０ｂは、完全な切れ目で形成され
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ていても良いが、ミシン目（図示省略）で形成されていても良い。特に、上層紙切り込み
部２０ｂをミシン目とした場合には、当該ミシン目の切離により上層紙１２を切除し得る
一方、当該ミシン目を切離しなければ、後述の第２の実施の形態と同様、上層紙１２を残
存せしめることもできる。
【００１６】
　切り込み２０の形状は特に限定されないが、例えば平面視長方形状、半円状、半楕円状
等が挙げられ、写真貼付用凸片１１Ｐの形状はほぼこれに対応したものとなる。
【００１７】
　切り込み２０の数も特に限定されないが、当該切り込み２０によって形成される写真貼
付用凸片１１Ｐが、貼付する写真のサイズ、就中写真の縦巾寸法より小間隔にて縦列状に
配置されるように、できるだけ多数形設するのが、１枚の台紙に多数の写真を効率良く保
持掲示する上で望ましい。特に、台紙本体１０の下部まで形設すれば、パノラマ写真等の
ビックサイズの写真の場合であっても、上方位の写真貼付用凸片１１Ｐと下方位の写真貼
付用凸片１１Ｐに、当該ビックサイズの写真の上部及び下部の裏面を貼着固定することに
より、安定して掲示できるので好ましい。
【００１８】
　３０は罫線で、台紙本体１０の表面に、縦及び／又は横に適宜間隔で適宜数表示されて
いる。この罫線３０を目安とすることにより、写真Ｓの位置合せが容易となるので、より
スムースな写真Ｐの保持掲示が可能となる。
【００１９】
　４０はメモ欄で、台紙本体１０（本実施の形態においては台紙本体１０の右側部）に設
けられている。このメモ欄４０に写真Ｓについてのメモを記入することにより、全面が露
出していない下層に保持掲示された写真Ｓの内容を把握し得るので、見たい写真を容易に
選択して見ることができる。
【００２０】
　５０は写真貼付用凸片１１Ｐの位置を示す番号で、当該写真貼付用凸片１１Ｐの右側方
部に位置する台紙本体１０外縁部（本実施の形態においてメモ欄４０中）に表示されてい
る。この番号により現在保持掲示されている写真の枚数と位置を容易に把握することがで
きる。
【００２１】
　６０は穴で、台紙本体１０の右側最外縁部に形設されている。この穴６０を利用すれば
、台紙本体１０を適宜数バインダー（アルバム本体）にファイルすることによりアルバム
とすることができる。
【００２２】
　本発明アルバム用台紙は以上のように構成されているので、例えば写真Ｓを保持掲示す
るには、まず、台紙本体１０の写真貼付用凸片１１Ｐを、下層紙１１がわから上層紙１２
がわに押し上げて折り曲げると、当該上層紙１２と下層紙１１間にズレが生じるので、写
真貼付用凸片１１Ｐを被覆する切り込み２０内の上層紙１２を容易に剥離除去することが
できる。次いで、露出した写真貼付用凸片１１Ｐの接着剤層１１ａ面に、写真の上縁部が
わ裏面を貼着すれば、極めて容易にかつ貼付部材による被覆部が生じることなく、写真Ｓ
を全面露出せしめて保持掲示することができる。
【００２３】
　同様にして複数枚の写真Ｓを貼着すれば、図３及び図４に示される如く、最上部の写真
貼付用凸片１１Ｐに貼着された写真Ｓのみが全面露出した状態で保持掲示されるが、それ
より下位の写真貼付用凸片１１Ｐに貼着された写真Ｓは、上位の写真により順次一部が重
ね合せられた状態で保持掲示される。
　而して、下位の写真Ｓを見る場合には、それより上位の写真を適宜捲り上げ、下位の写
真Ｓを全面露出せしめれば良く、極めて簡便に全ての写真を見ることができる。
【００２４】
　尚、以上の実施の形態は、１枚の台紙本体１０を１枚の台紙として使用する形態を示す
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ものであるが、１枚の台紙本体１０に、左右対称形に本発明アルバム用台紙を形成し、二
つ折りにすれば、１枚の台紙本体１０を２枚の台紙として使用することもできる。
【００２５】
　図５～図８は、本発明アルバム用台紙の第２の実施の形態を示す。
　この第２の実施の形態は、切り込み２０が、台紙本体切り込み部２０ａのみ、すなわち
上層紙１２及び下層紙１１を連続して切断するもののみから成り（従って、上層紙切り込
み部２０ｂは存在しない）、写真貼付用凸片１１Ｐを被覆する上層紙１２を除去すること
なく、残存せしめるように形設されている以外は第１の実施の形態と同一の構成となって
いる。
【００２６】
　而して、この第２の実施の形態の場合には、図７及び図８に示すように、写真貼付用凸
片１１Ｐを被覆する上層紙１２の一部を剥離しつつ、捲り上げて写真貼付用凸片１１Ｐを
露出せしめ、当該写真貼付用凸片１１Ｐの接着剤層１１ａ面に写真Ｓの上縁がわ裏面を貼
着することになる。
【符号の説明】
【００２７】
　１０：台紙本体
　１１：下層紙
　１１ａ：接着剤層
　１１Ｐ：写真貼付用凸片
　１２：上層紙
　１２ａ：離型剤層
　２０：切り込み
　２０ａ：台紙本体切り込み部
　２０ｂ：上層紙切り込み部
　３０：罫線
　４０：メモ欄
　５０：番号
　６０：穴
　Ｓ：写真
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